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富山県庄川流域におけるガ行子音の分布とその解釈＊

川本栄一郎

は　じ　め　に

　富山県庄川上流の五箇山ならびに金沢市の二

俣・田島には，ガ行子音が語中尾で破裂音の

一 g一になる現象が分布している。調べた限りで

は，－g一は，これらの地域にしか分布してお

らず，その周辺は，すべて鼻音の一り一である。

　ガ行子音が，富山県庄川流域でこのような地

域差を示すということは，これまでほとんど報

告されていなかったのでq），その実態と歴史を

明らかにすべく，昭和45年9月から昭和46年3

月にかけて臨地調査を行なった。以下，調査の

結果を報告し，あわせて，この地方におけるガ

行子音の歴史についても考えてみることにした

いo

1　資 料

　資料はすべてなぞなぞ式の質問法によって集

めた。調査地点は全部で71。調査地点の位置は，

地点番号を用いて図1以下の地図に示してあ
る。

　調査は，庄川流域以外の地域でも行なった

が，それをいちいち呼び分けるのは煩わしいの

で，ここではまとめて「富山県庄川流域」と呼

ぶことにしたo

　話者は，すべてその土地で生れ育った老人で

ある。年齢は70歳を基準とし，おもに女性を調

べた。話者の性別と生れ年は表1に示してあ

る。性別の次の数字は，すべて明治何年生れか

を示している。

2　音声の実態

　代表地点として，富山県新湊市松木（13。以

下，地点番号は（）で括って示す。）・富山

県東砺波郡平村下梨（50）・金沢市二俣（64）

の3地点を選び，音声の実態を示せば次のよう

になる。語頭のガ行子音は，例外なくすべて破

裂音のg一であるので，具体例を示すことは省

略する。

　なお，g一は前に母音が来ない場合（語頭），

一η一・－9－・－k一は，いずれも前に母音が

来る場合（語中尾）を表わす。以下すべて同じ。

が

　
貝
　
　
具
　
げ
げ

い

鏡
蜆
鍵
麦
家
影
は
ひ

　　松木

（1）－0－

　〔朝ηafa〕

　〔kaηami〕

　下梨　　　　二俣

一 9－　　　　－9－

〔旬a〕　　〔ega〕

〔kagami〕　〔kagami〕

〔sidzimiηae〕〔∫id5imigaC〕〔∫id3imigae〕

〔kaηi〕

〔mUIηi〕

〔kaOUI〕

〔kaoe〕

〔haoe〕

〔C旬e〕

いちご〔it∫i1〕0〕

孫　　〔maoO〕

　　（2）－k一

脱ぐ　〔nokUI〕

　　（3）－k一

嗅ぐ　〔kakUI〕

〔kagi〕

〔mUlgi〕

〔kagUI〕

〔kage〕

〔hage〕

〔gige〕

〔it∫igO〕

〔magO〕

－ 9－

〔nUIgUI〕

　－9－

〔kagUI〕

〔kagi〕

〔mUlgi〕

〔kagUI〕

〔kage〕

〔hage〕

〔φUlge〕

〔it∫igO〕

〔magO〕

－ 9－

〔nugUI〕

－k－

〔kakUI〕

　語中尾のガ行子音は，鼻音の場合にはすべて

一り一，非鼻音の場合にはすべて一g一である。入

りわたり鼻音を伴なう一ηg一や摩擦音の一σ一

は認められない。ただし，「嗅ぐ」は，松木と二

俣がともに〔kakUI〕，「脱ぐ」は，松木が〔noku1〕

であって，いずれも一〇一または一g一にはなら

ない。

　音声の実態については以上にとどめ，次に，

ガ行子音の地理的分布を示す。

＊昭和48年9月17日受理
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ち，●は一9－，○は一〇一，◎は一k－，十は

別の語形（「嗅ぐ」は，堂（61）では〔kamUI〕，

津幡（66）では〔kaSUI〕。）が用いられている

場合を示す。

3地理的分布
　表1は，庄川流域ならびにその周辺における

ガ行子音の実態を調べ，その結果を一覧表で示

したものである。表1で用いている記号のう

ガ行子音の地点別一覧表1
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島尾
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国分
新湊
松木
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⊥
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6
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騨白川村（57～59の地域）を除くほとんどの地

点で一k一となっていることである。調べた限

りでは，五箇山・二俣・田島には，－o一はま

ったく見られず，「嗅ぐ」がいくつかの地点で

一k一になっていることを除けば，あとはみな

　表1で注目されることが二つある。一つは，

－9一が庄川上流の五箇山（43～56の地域）と

金沢市二俣（64）・田島（63）の二つの地域に

分かれて分布していることであり，もう一つ

は，「嗅ぐ・脱ぐ」のガ行子音が，五箇山と飛
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一 9一である。

　図1は，表1に即してガ行子音の実態を地点

ごとにまとめ，

るo

それを地図で示したものであ

図1　ガ行子音の分布
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　図1でも注目されることが二つある。一つは，

－g一が五箇山と二俣・田島とに分かれて分布

し（以下，－9一の分布地域を「A地域」と称す

る。），一功一がその間に割込む形で分布して

いる（以下，一η一の分布地域を「B地域」と

称する。）ことであり，もう一つは，同じ山間

の辺地でありながら，五箇山に隣接する飛騨白

川村には一g一がなく，すべて一〇一になってい

ることである。五箇山の楮（56）と白川村の小

白川（57）とは，庄川をはさんで互いに向かい

合っている集落であるにもかかわらず，前者は

一 g－，後者は一〇一というふうに大きく分かれ

る。さらにつけ加えて言えば，両者は，あとで

掲げる図4を見ればわかるように，落武者伝説
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・紙漉き・村内結婚などの言語外の事情の有無

という点でも大きく対立する。前者には，これ

らの言語外の事情が全部揃っているのに，後者

には，それがまったく見られないという著しい

相違が認められるからである。

　それでは，このような地理的分布には，ガ行

子音のどういう歴史が反映しているのだろう

かo

　次に，そのことについて考えてみたい。

4　解 釈

　庄川流域におけるガ行子音の歴史について

は，次の四通りの場合が考えられる。

　（1）－g一は古音の残存ではないか。

　②　一g一は一〇一の誰りではないか。

　㈲　一g一と一〇一はともに一〇g一から出た音

　　ではないかo

　（4）－g一は移住によって持込まれた音では

　　ないか。

　以下，推定（1）・（2）・（3）・（4）を順次とりあげ，

検討を加えていくことにする。

4・1　推定（1）について

　これは，かつてこの地方一帯に分布していた

一9一が，あとでB地域に発生した一〇一によっ

て分断され，五箇山と二俣・田島に分かれて分

布することになったと見る考え方である。も

し，そうであるとすると，五箇山と二俣・田島

に分布する一g一は，－o一よりも古い段階の

音，つまり，古音の残存ということになる。

　五箇山・二俣・田島には，すでに，いくつか

の拙稿ωでも述べているように，訂ヒりの現象と

思われる，ズーズー弁や「ワ」と「バ」の混同

などがまったく見られず，逆に，古音の残存と

思われる，セ〔∫e〕・ゼ〔d3e〕が分布してい

るので（3》，－g一も古音の残存である可能性が

ないわけではないが，はたしてそのように考え

てよいかどうか。

　なぜかというに，音韻については，誰りの現

象はむしろ五箇山や二俣・田島のような辺地に

起こり易いということが考えられるし，また，

ガ行子音そのものについても，鼻音的要素を含

んでいない破裂音の一g一から鼻音の一〇一が出

てくるということは考えにくいという事情や，

語頭・語中尾とも破裂音のg－・－g一でまとま

っている場合には，－g一から一〇一の変化は起

こりにくいという事情等が考えられるからであ

る。

　もっとも，これについては，標準語の影響で

（標準語のガ行子音は一〇一），B地域の富山

（17）・高岡（21）・金沢（65）などの都市部

に一g一から一〇一への変化が起こり，周辺の集

落へも漸次波及していったが，五箇山・二俣・

田島などは山間の辺地であるためにその影響を

受けにくく，今もって古い段階の一g一を保っ

ているということも考えられなくはない。殊

に，五箇山・二俣・田島の場合は，いずれも村

内結婚という形態をとりながら，紙漉きという

特殊技術を守り伝えてきた閉鎖性の強い集落で

あるから，平野部のほうから押寄せてくる標準

語化の影響を受付けず，古い段階の一g一を現

在まで保ち続けるということも，かならずしも

あり得ないことではなさそうに思う。

　しかしながら，五箇山に勝るとも劣らぬ交通

不便な山間の辺地である，飛騨白川村の小白川

（57）・椿原（58）・鳩ケ谷（59）が，いずれ

も一g一ではなくて一〇一であるところを見る

と，はたしてそう考えてよいかどうか疑問に思

われてくる。

　なぜなら，これらの地点の一〇一も標準語化

によって生じたものであるとすると，平野部の

ほうから押寄せてきた標準語の影響は，途中に

ある五箇山を飛び越してその奥にある飛騨白川

村へ直接伝播したということになるが，五箇山

が，たとえばいかに閉鎖性の強い地域であった

としても，そういうことがはたして実際に起こ

り得るものかどうかははなはだ疑問だからであ

る。

　早くから鉄道が発達していた地域ならいざし

らず，最近，バスが開通するようになるまでは，

もっぱら徒歩にだけ頼ってきたこの地域に，そ
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ういうことが実際に起こり得るとはどうしても

考えにくい。

　では，飛騨白川村の一〇一については，同じ

飛騨に属する高山市や郡上郡白鳥町などからの

標準語化の影響を考えてはどうかということに

なるが，小白川・鳩ケ谷の話者の報告によると，

次の表に示してあるように，昔から高山・白鳥

方面との交流がほとんどなく，もっぱら越中の

城端（31）を中心に動いてきたということであ

るから，そういう可能性もまたきわめて乏しい

ように思われる。

表　2　飛騨白川村と他地域との交流

小白川

鳩ケ谷

昔

今

昔

今

道　　路

小
五
＝川
川
山

白
白
箇

椿
箇
一
五

川
一
白
原
山

人の往来の
多かった方面

五　箇　山
城　　　端

／／
五箇山および
荻町（白川）

／
／／

大きい
買　　物

城　　端
福　　光

城　　端
福　　光

城　　端

城　　端

小さい
買　　物

城端の
行商人

入 院

城端・福光
井波

農協
麟’福光

福
商

・

行

端
の
．

城
光
人

農　　協

城端・高岡
金沢・高山

金 沢

嫁

方々から

方々から

ら
が
か

岬
々
富
い

方
（
多

方々から

そ　の　他

生糸は城端へ
売った

／／楮の皮は五箇
山へ売った

　白川村の一巧一については，以上のほかに，

学校教育やマスコミの影響ということも考えら

れなくはないが，しかし，そういう影響が及ぶ

とすれば，それは，白川村だけではなく五箇山

にも同じように及ぶはずであるので，これもま

た認めがたく思う。

　これまで述べてきたことをまとめて示すと，

この地方における一g一と一〇一の関係について

は，音声的事情という面から言っても，標準語

化という点から言っても，－g一から一η一への

変化は考えにくいということになる。

　それでは，これとはちょうど逆の方向に向か

う変化，－g一は一〇一の誰りではないかと見る

考え方はどうであろうか。

4・2　推定（2）について

　五箇山・二俣・田島は，いずれも交通不便な

山間の辺地であるから，－g一から一η一への説

りが，これらの地域でそれぞれ単独に発生する

ということは十分考えられる。

　もし，そうであるとすると，A地域に分布する

一9一は，そのまわりのB地域に分布する一〇一

よりもi新しいということになる。

　すでに述べた通り，この地方では，語頭のガ

行子音は破裂音のg一であるから，語中尾のガ行

子音もそれにならってA地域で鼻音の一〇一か

ら破裂音の一g一に動くということは十分あり

得ることであると思う。

　しかし，庄川流域における「ワ」と「バ」の

次のような現象を参考に考えると，鼻音の一可一

から破裂音の一g一へという音韻変化が，いわ

ゆる誰りの現象として起こり得るものかどうか

疑問に思われてくる。

表3　「ワ」と「バ」の規則的現象

④ ⑧ ⑥

ワ

ノ寸

W一

一 W一

b－　’

一 b一

b一

一 W一

b一

一 W一

W一

一 W一

b一

一 W一

④…五箇山・石川県・新潟県など。

⑧…氷見（6）・魚津㈱など。

⑥…⑧と⑧の中間地帯。
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　どうしてかというに，④地域における「バ」

の一b一と⑬・⑥地域における「バ」の一w一

との関係については，「ワ」の一w一に地域差

がまったく見られないという事実を手がかり

に，－w－→－b一ではなくて一b－→－w一

であろうということが考えられるが④，これ

を，ガ行子音の問題にも援用すると，ガ行子音

の場合も，母音が前にあるのに一〇一が破裂音

の一g一に変化するということは，一般に起こ

りにくいのではないかという推定が得られるこ

とになるからである。

　もし，そういう変化が起きたとすれば，それ

は，音声内部の事情によって起きた誰りの現象

と呼ばれるような性質のものではなくて，たと

えば，－g一を持った方言との接触とか，発音

の明瞭さを求める話者の心理とか，文字の影響

とかが原因となって起きたいわば人為的意図的

変化ということになろう。

　では，A地域にも，この種の変化を認めては

どうかということになるが，しかし，A地域の

周囲には，見たところ，－g一を持った方言は

分布しておらず，また，発音の明瞭さを求める

話者の心理とか文字の影響とかの条件について

も，A地域にだけこれを認めなければならない

という必然的な理由が見出し得ないので，A地

域の一g一については，そういう事情による

一り一から一g一への変化もまた考えにくいとい

うことになる。

　明治38年刊行の国語調査委員会編r音韻分布

図』　（「第25図ガ行鼻音NGの分布図」）によ

ると，小白川・椿原・鳩ケ谷も含めて岐阜県大

野郡にはガ行鼻音のNGがなく，逆に，富山県

五箇山地方にはガ行鼻音のNGが分布している

ということであるが，明治生れの小白川・椿原

・鳩ケ谷の話者が現在いずれも一〇一であり，

明治生れの五箇山の話者が現在いずれも一g一

であるという事実から考えるに，’ はたして当時

そうであったのかどうか疑わしく思われてく

る。

　もし，当時ほんとうにそうであったとすると，

明治38年から現在までの間に，白川村の一9－

→－o一に対する五箇山の一〇一→－g一という

まったく逆の方向に向かう変化が，白川村と五

箇山に起こったということになるが，そういう

ことが実際に起こり得るものかどうかはなはだ

疑問である。

　小白川・椿原・鳩ケ谷に一g一が認めがたい

とすれば，五箇山の周辺には，現在はもちろん

のこと，過去においても，－g一を持った方言

はなさそうだということになるわけだから，五

箇山の一g一が，－g一を持った方言との接触に

よって生じたということもまた，きわめて考え

にくいという結論が得られることになる。

　－g－→－o一も考えにくく，－o－→－g一

もまた考えにくいとすれば，それでは，この地

方における一g一と一〇一との関係については，

いったい，どのように考えたらよいのであろう

か。

4・3　推定（3）について

　この地方には，現在分布してはいないが，井

上史雄氏が，　「ガ行子音の分布と歴史」⑤で述

べておられるところを参考に，国語史の教える

ところにしたがって，この地方にもかつて入り

わたり鼻音を伴なうガ行子音の加が分布して

いたと仮定し，語頭のg一も語中尾の一g－・一η

一 も，このηgから次のようにして出てきたと

考えた場合には，ガ行子音の変化過程が矛盾な

く説明できるようになる。

語恥く㌶語中尾一く：：：：

　A地域では，語頭・語中尾とも，入りわたり

鼻音の脱落という形で変化が行なわれ，g一と

一 g一になったと説明される。

　B地域の9一についても，入りわたり鼻音の

脱落という観点から説明できるが，しかし，富

山県海岸部の⑧地域（前掲の表3参照）には，

「バ」の一b－→－w一のほかに，　「ワ」　の

w－→b一という変化も認められるので，それ
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を参考に考えると，B地域の9一と一〇一につ

いては，母音が前にないために，町g一の破裂的

要素が強まってg一だけにまとまり，母音が前

にあるために一〇g一の破裂的要素が弱まって

一〇一だけにまとまったというふうに，二つの

現象を同じ観点から説明することが可能とな

る。

　言うなれば，B地域では，母音が前にあるか

ないかという音声的条件が変化の方向に大きく

作用し，

　　　　　　　ガ行子音　　　「ワ」と「バ」

　語頭　ηg－→g－W－→b一
　語中尾　一〇9－→－0－　－b－→－w一

などの変化をもたらしたということになる（6）。

音声の内容は異なるが，次に示す力行子音の有

声化も，そういう事情によって起きた変化の一

つと見ることができる。なぜかというに，語頭の

場合は，前に母音がないために有声化が起こり

にくく，語中尾の場合は，前に母音があるために

有声化が起こり易いと説明できるからである。

図2　力行子音の有声化の分布
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　ただし，この地方における力行子音の有声化

については，「いか・盃・背中・池・酒・刷毛

・蛸・大根・婿」などの「カ・ケ・コ」にだけ

有声化が見られ，「柿・菊・盃・六・なめくじ

・あぐらをかく」などの「キ・ク」には見られ

ないという点から考えるに，この地方の有声化

は，広母音のa・e・oを含む語中尾の力行音

に起こり易く，狭母音のi，uを含む語中尾の

力行音には起こりにくいという事情も考えられ

るo

　ところで，力行子音の有声化は，A地域には

見られず，B地域にだけ分布しているが，これ

については，ガ行子音との関係ということが問

題となる。

　すなわち，B地域では，語中尾のガ行子音が

一〇一であるために，力行子音が有声化して

一 g一になっても，両者が衝突することがない

ので有声化が起こり得たが，A地域では，語中

尾のガ行子音が一g一であるために，力行子音

が有声化して一g一になると，両者が衝突する

ことになるので有声化が起こり得なかったので

あると。

　これを，先に述べた音声的条件の問題と関連

づけて説明すると，B地域では，母音が前にあ

るという音声的条件が強く働いて，ガ行子音の

一〇g－→－o一と力行子音の有声化とが平行し

て起こり，それと前後して「バ」の一b－→

－ w一という変化が起こったということにな

るo

　改めて述べるまでもなく，国語は，CV（C

は子音，Vは母音）を音節構造の基本とする言

語であるから，同じ音節が，その現われる位置

によって，語頭の場合には前に母音が来ず語中

尾の場合には前に母音が来るといった異なる音

声環境にたえず置かれ，そして，それが音韻変

化にも大きく作用するということは，十分あり

得ることであると思う。

　それでは，そのような音声的条件による作用

は，国語でさえあれば，どういう場合にでもみ

な一様に及ぶのかというとそうではない。次に

掲げる図3からもうかがわれるように，音声そ

のものの性質とか地域の特性とかの相違に応じ

て，このような作用が及んだり及ばなかったり

する場合も当然出てくると考えられる。

　たとえば，図3について言えば，ハ・二の地

域では，語中尾のガ行子音・力行子音はもちろ

んのこと，「ワ」と「バ」にまでこの作用が及

んでいるのに対し，ロの地域では，語中尾のガ

行子音・力行子音にしかこの作用が及ばず，イ

の地域では，これらのどれにもこの作用が及ん

でいないということになる。
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図　3　　ガ行子音・力行子音・「バ」・「ワ」の総合分布図

イ 口 ノ＼ 二

ガ行」㌘音 語中尾 一 9一 一 D一 一 D一 一 D一

力行子音 語中尾 一 k一 一 〇一／ 一 9一 一

9
－
　
’

ノミ 語中尾 一 b一 一 b一 一 W一 一 w一

ワ 語　　頭 vv一 W一 b一 W一

　では，どうして，交通不便な山間の辺地であ

るにもかかわらず，イの地域（図1のA地域と

同じ。）には，訂ヒりの現象をもたらす最も有力

な原因となり得るこのような作用が及ばなかっ

たのであろうか。

　たしかなことはわからないが，村内結婚・紙

漉き・落武者伝説といった特異な言語外の事情

が，この地域に限って全部揃っているという事

実から考えるに，こういう特異な事情が，言語

の面にもいろいろな形で反映し，この作用がこ

の地域に及ぶことをくい止めてきたのではない

かということが想像される。このことを，いま

少し具体的に説明すれば次のようになる。

　すなわち，出自を平家とか源氏とかのいわゆ

る貴種に求め，村内結婚という閉鎖的な婚姻形

態をとりながら，紙漉きという特殊技術の秘伝

を守り伝えていこうとしたこの地域の人々の気

持が，言語の面にも強く反映し，もとのままの

形（たとえば，〔∫e〕〔d5e〕・「バ」の一b－・

力行子音の一k－・非ズーズー弁など。）や，

もとに近い形（たとえば，ガ行子音のg－／－g一

など。g－／－g一とg－／－o一とでは，組合わ
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せという面からいっても，音声そのものという

点からいっても，前者のほうが後者よりも，も

との形のog－／－og一に近いと言える。）を保

たせることになったのではあるまいかと。

　このように考えた場合には，先に述べた，

g一を古音の残存と見る推定（1）もまた，十

分成立ちそうな気がしてくるが，しかし，推定

（1）の場合は，すでに指摘した通り，－g一

から一〇一への変化を，B地域に認めようとす

る考え方そのものに，そもそも無理があるわけ

だから，推定（3）と同じレベルで扱うことは

できないと考える。

　ところで，地域のこうした特性に着目した場

合には，これまで述べてきたこととはまったく

ちがった観点から，この地域に分布する一9一

の由来をたずねることも可能となる。次に述べ

る推定（4）がそれである。

4・4　推定（4）について

　これは，過去のある時期に，A地域へ一9一

を持った人々が移住し，それで，この地域に

一 g一が分布することになったと見る考え方で

ある。

　もし，そうであるとすると，この地方におけ

る一〇一と一g一の関係は，相対的に，一功一よ

りも一g一が新しいということになるが，しか

し，－o一と一g一の絶対的な関係については，

結局，何もわからず，ただ，この地方とA地域

の人々の出身地との間に，当時すでに，前者の

一〇一に対する後者の一g一という相違があった

らしいということだけが言えるにすぎない。

　ではどうして，移住による一g一の持込みと

いうことが考えられるのかというと，庄川流域

におけるガ行子音の分布と言語外の事情の分布

との間には，次に掲げる図4を見ればわかるよ

うに，明らかな相関関係が認められるからであ

る。

　図4は，言語外の事情の中から，特に，ガ行

子音の分布と重なり合う分布を示すものをとり

出し，両者の関係を地図で示したものである。

　図4によると，－9一は，村内結婚・紙漉き

・落武者伝説の三条件が全部具わっている地点

にだけ分布し，三条件がまったく具わっていな

い地点および三条件が一つでも欠ける地点には

分布していないということになる。

　ガ行子音とこういう言語外の事情との間に

は，もちろん，明確な因果関係があるわけでは

ないから，これを，単なる偶然の一致として無

視してしまうということもできなくはない。し

かし，両者の重なり合いが，一つの地域だけで

はなくて，離れた二つの地域に認められるとい

う事実を見ると，単なる偶然の一致としてこれ

を無視してしまうこともできないような気がし

てくる。そこで，以下，これも手がかりの一つ

としてとりあげ，この地方におけるガ行子音の

歴史を，そういう面からも探ってみることにし

たいo

　はじめにまず，落武者伝説をとりあげる。

　五箇山・田島については平家が先祖，二俣に

ついては源氏が先祖ということが言われている

が，しかし，これは，あくまでも「伝説」にす

ぎなく，真偽のほどはわからない。それでは，

こういう落武者伝説は，まったく無意味なもの

かというとそうではない。落武者伝説の持つ

「移住性」という点に着目し，それを，紙漉き

という産業に結びつけた場合には，それはまた

それなりに重要な意味を持つようになる。

　どんな意味かというと，これについては次の

ようなことが考えられる。すなわち，落武者伝

説は，紙漉きという特殊技術を身につけた人々

の集団が，和紙の原料である楮（五箇山には

「楮」という名の集落さえある。）を求めて山間部

へ移住してきたことを暗に示すものではなかろ

うかと。その場合，五箇山・田島の平家説は，

移住の方向性，つまり，先祖が，平家の本拠で

ある西国から移住してきたということを示すも

のと解されることになる《7）。

　ちなみに，中国・九州地方は現在一g一であ

るが，そういう状態はかなり早くからあったら

しく，慶長9年（1604）～同13年（1608）刊行
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図　4　　ガ行子音と言語外の事情の分布
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のロドリゲス『日本大文典』にも，「gの前の

母音は半分の鼻音を以て発音するのであるが，

‘備前’（Bije）のものの発音ではそれを除いて

いて，干からびた発音をする。例へば，T6ga

（科）の代りにToga（とが），Soregaxi（某）

などといふ。この発音をするので‘備前’の者

は有名である。」ωとあり，また，江戸時代の
　　　　　　　　　　　　　　おごる
方言資料，　『筑紫方言』にも，　「奢　同おごる
おこ　る　　　　　はちむ　　　　　　　はち

興　同おごる鉢同はち恥同はち゜斯やうに清

濁のたかふ言すくなからす　またおごるといへ

るなともこもじをごと軽く濁るべきをおごると

おもくのみ濁りていふ　たとへば不知顔など云

はんにしらずのずもじはおもく濁りてがほのが

もじはもと語勢によりて濁るかななれはがほと

かるく濁りてしらずがほといふべきを　しらず

がほとやうに二字なから重くのみ濁りていへる

いと耳だつやうにこそ聞えたりけれ」ωとある

ので，A地域の人々の先祖が，過去のある時期

に中国・九州方面から移住し，その際に一g一を

運んできたということも，かならずしもあり得
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ないことではなさそうに思う。

　五箇山・二俣の話者によると，紙漉きという

高度な技術を身につけた娘をよそへ嫁にやって

しまうのは惜しく，紙漉き技術を身につけてい

ない娘をよそから嫁に貰ってきても，すぐには

役に立たないという事情があったため，村内だ

けで婚姻関係を結ぷようになったということで

あるから，A地域に持込まれた一g一が，そう

いう事情に支えられて，長い間，同じ状態を保

ち続けるということも，十分あり得るように思

われる。

　岩井隆盛氏が，「言語から見た海士の出自」

《10）で述べておられるところによると，能登の

輪島市海士町でも，語中尾のガ行子音は一g一

であり，海士町の人々の出自については，筑前

宗像の鐘崎から300年ほど前に移住してきたと

いう伝説があるという。また，能登では，「海

士は漂着した」とか「高貴な人を乗せて来た」

とかいわれているが，筑前の鐘崎では，「技術

指導のため招かれたらしい」というものがある

とのこと。ここには，

　　　　　　A地域　　海士町

　　　　落武者伝説：貴種漂流謂

　　　　紙漉き技術：海士の技術指導

という対応が見られて興味深い。

　海士町とA地域との間に見られるこのような

類似性を手がかりに考えるに，こういう特殊技

術を身につけた人々の集団が，一一方は魚貝類を

求めて海岸部に移住し，他方は楮を求めて山間

部に移住し，ともに西国から一g一を運んでき

たということがあっても，おかしくはないよう

な気がしてくる。

　ただし，A地域の場合は，海士町とはちがっ

て，その出自が明らかではなく，また，言語の

面から言っても，中国や九州と結びつく特異な

現象は，「書イチョル・読ンジョル」という言

い方UDや，　「クワジョー」　（釣銭）という僅

語u2）を除けば，あまり多くは認められないの

で，はたしてそう考えてよいかどうか疑問でも

ある。

お　わ　り　に

　こうしてみると，最も蓋然性が高いのは，推

定（3）だということになりそうであるが，し

かし，最後に述べた推定（4）もまた捨てがた

いような気がする。それでは，どちらが妥当か

ということになるが，この問題については，今

のところまだ結論が出せない。

　殊に，推定（4）の場合は，　「移住」という

言語外の事情が密接にからんでいる問題でもあ

るので，その真相を明らかにした上でないと，

可否を論ずることさえできない。今後は，郷土

史や民俗学などの助けを借りながら移住の有無

を確かめ，この地方におけるガ行子音の歴史を

明らかにしていきたいと考えている。
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